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ご挨拶

会 長 挨 拶

一般社団法人　鹿児島県設備設計事務所協会

会長　　田中　義人

　明けましておめでとうございます。
　正会員並びにパートナー企業会員の皆様におかれましては、令和五年の新しい年を迎えられ
本年ますますの飛躍をご祈願のことと推察致します。
　また平素より協会の活動に格別のご協力、ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　昨年は８年ぶりに九州・沖縄ブロック協議会鹿児島大会を、皆様のご協力により無事開催する
ことができました。会議では、各県協会の会員が抱えている問題が協議されました。
　会議に続く懇親会では、鹿児島県知事塩田康一様、鹿児島市長下鶴隆央様をはじめ多数のご来賓
をお迎えし、盛大な大会となりました。改めまして、大会準備に奔走頂いた委員会及び関係者の
皆様、大会にご列席頂いた皆様に厚く御礼申し上げます。
　本年度協会誌「かごしまをつくる設備設計－人・環境・みらい」は、鹿児島大会の特集号と
して編集致しました。昨年度の大会をもう一度思い出して頂き、今後の協会活動へ活かして頂け
れば幸いです。
　さて、次年度佐賀大会のテーマとして決定した「次世代の担い手確保」について、当協会は
次のような具体的活動を行うこととしました。
　１）インターンシップへの取組
　２）ＳＮＳを利用して設備設計事務所の仕事を発信
　新型コロナウイルス禍からの経済再興が進むなか、労働力の確保についてはさらなる困難が
あり、昨年は人手不足が原因の倒産件数が前年比２６％も増えたとの新聞の記事を先日目にしま
した。設備設計という職業は、建築設計の縁の下の力持ちの役割を長く担ってきました。それ故
に、社会からの認知度や役割の重要性について十分理解して頂けない状況であり、若手の確保は
益々困難となっています。
　設備設計という職業とその魅力を多くの若い人に発信する活動を、本年協会活動として取り組
んで参ります。
　その他にもＢＩＭやＺＥＢなど新しい技術の習得や、若手技術者の育成、業務報酬の改善など
多くの課題がありますが、今後協会誌でも取り上げたいと思います。
　今後共、皆様のご指導ご鞭撻を頂きますようお願い申し上げ、新年の挨拶に代えさせていただ
きます。
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鹿 児 島 県 知 事   祝 辞

鹿児島県知事　　塩田　康一

　皆様こんばんは。本日、令和４年度一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会九州・沖縄ブ
ロック鹿児島大会懇親会が、高木会長、藤井九州・沖縄ブロック長はじめ役員、会員、並びに来
賓の皆様、多数御出席のもと開催されますことを心よりお喜びを申し上げます。
　県外から御参加の皆様、ようこそ鹿児島にお越しくださいました。心より歓迎申し上げます。
日本設備設計事務所協会連合会の皆様におかれましては、建物のネット・ゼロ・エネルギー・
ビル、いわゆるＺＥＢ（ゼブ）化が進展する中、長年にわたって培われた技術的知見に基づく
省エネ、創エネ及び蓄エネの普及・啓発等に取り組まれ地球環境に優しい低炭素社会の実現に
向け大きく貢献されていることに、深く敬意を表します。
　現在、我が国は、急速な少子高齢化の進行等による本格的な人口減少を迎える中、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大やＳＤＧｓの推進、デジタル化の進展、カーボンニュートラルの実現など
時代の大きな変わり目にあって、今後、こうした新たな時代の潮流にも柔軟かつ的確に対応して
いくことが重要になっております。
　中でも公共建築の分野において、本県では、県内産業のデジタル化や競争力の向上、働き方
改革の推進等を図るため、主に県内企業のビルディングインフォメーション・モデリング、いわ
ゆるＢＩＭ（ビム）の導入に向けた取組を促進しているところであります。
　また、全国的に大きな課題となっている今後大量に更新時期を迎える高度成長期を中心に整備
された公共施設等について、厳しい財政状況の中、総合的かつ計画的な適正管理に取り組む必要
があります。
　会員の皆様におかれましては、更なる技術の研鑽及び経営の健全化に努められ,建築設備の整備
を通じて、住民の暮らしはもとより経済社会活動における安心・安全及び省資源・省エネルギー
の実現に御尽力いただきますとともに、九州・沖縄各県における各般の取組に一層の御理解御協
力を賜りますよう、お願い申し上げます。
　来年10月には、佐賀県はじめ後催県の皆様の御厚意により、「燃ゆる感動かごしま国体・かご
しま大会」が開催され、その翌年には、初となる「国民スポーツ大会」が佐賀県で開催されま
す。２年連続で九州で開催されるこの２つの大会を双子の大会として両県連携しながら九州一体
となった盛り上がりを醸成してまいりたいと考えております。
　本県は、先般行われました、全国和牛能力共進会において、数多くの主席を獲得し、種牛の部
でも内閣総理大臣賞を受賞するなど「和牛日本ー」に輝いた鹿児島黒牛をはじめ、黒豚やうな
ぎ、ブリ、カンパチ、お茶、本格焼酎など多彩で豊富な食の宝庫でもあります。県外からお越し
の皆様方には、こうした本県の魅力を存分に御堪能いただきたいと思います
　終わりに、一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会の今後益々の御発展と本日御出席の
皆様方の御健勝・御活躍を心から祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。
　本日は誠におめでとうございます。

特集：九州・沖縄ブロック鹿児島大会
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鹿 児 島 市 長   祝 辞

鹿児島市長　　下鶴　隆央

　本日、一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会九州・沖縄ブロック鹿児島大会及び懇親会
が、このように盛大に開催されますことをお祝い申し上げます。
　また、九州沖縄各県からお越しの会員の皆様方におかれましては、ようこそ鹿児島市にお越し
くださいました。鹿児島市民を代表して心より歓迎いたします。
　皆様方におかれましては、昭和三十八年の設立以来、永きにわたり、設備設計に係る技術向上
のため、たゆまぬご努力を重ねておられますとともに、地球環境に配慮した省エネルギー設備等
の普及活動などを通して、地域社会に貢献いただいておりますことに深く敬意を表します。
　さて、我が国は、いまだ収束が見えない新型コロナウイルス感染症の影響や異常気象による
災害の多発、さらにはロシアによるウクライナ侵攻に伴う安全保障・経済への影響など、社会や
暮らしを取り巻く環境が大きく変化してきております。
　設備設計の分野においても、担い手不足の克服や働き方改革への対応のほか、本日の特別講演
のテーマであった、いわゆるＢＩＭ（ビム）の活用など、新たな時代の潮流に即した事業活動が
求められているところと存じます。
　このような中、関係者の皆様が一堂に会し、「設備設計事務所の『今』と『将来』」をメイン
テーマに、各県の取組を共有し、活発な意見交換を通して、交流を深められますことは、時宜を
得た意義深いものでございます。
　皆様方には、本大会の成果を今後の事業活動に生かしていただくとともに、豊富な知識や経験、
高い技術力を発揮し、引き続き、それぞれの地域における持続可能なまちづくりにご尽力いただ
きますようお願い申し上げます。
　ところで、本市は、雄大な桜島と波静かな錦江湾に代表される世界に誇れる自然や、幕末から
明治維新にかけての歴史・文化、市内各所に湧き出る温泉、焼酎や黒豚、さらには先般日本一に
輝いた黒牛に代表される豊かな食など、魅力多彩な観光都市です。
　本市のシンボルである「桜島」は、七月に噴火警戒レベルが、初めてレベル５に引き上げられ
ましたが、現在では、レベル３に引き下げられ、有村溶岩展望所をはじめとした観光施設につい
て、安心してお楽しみいただける状況にあります。
　皆様方には、どうぞこの機会に鹿児島を存分にご堪能いただき、大会の成果とともに、たくさ
んの楽しい思い出をお持ち帰りいただければ幸いです。
　結びに、日本設備設計事務所協会連合会の今後ますますのご発展と、会員の皆様方のご健勝・
ご活躍を心よりお祈り申し上げまして、お祝いの挨拶といたします。

特集：九州・沖縄ブロック鹿児島大会
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特集：九州・沖縄ブロック鹿児島大会

　平成25年（2013年）以来、８年に一度の一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会九州・沖縄ブロッ

ク大会が令和４年11月17日・18日にかけて開催されました。

　高木連合会会長をはじめ全国各地から参加いただき、また鹿児島県知事、鹿児島市長をはじめ多くの御来

賓の方々を迎え九州・沖縄各県の会員・賛助会員の方々も交えて成功裏に会を終了することができました。

紙面の都合上すべては掲載できませんが、ここにご報告させていただきます。
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特集：九州・沖縄ブロック鹿児島大会

【会議次第】令和４年11月17日（木曜日）
於：城山ホテル鹿児島 ５階 ルビー 14：00～17：15

一、開　　　　会
一、主 催 者 挨 拶 

一、来 賓 挨 拶 

一、来 賓 紹 介

一、参 加 者 紹 介  

一、議 長 選 出
一、ブロック会議

一、日 設 事 連
　　報 告 事 項

一、閉　　　　会
　　（休　　　　　　憩）

  

一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会
九州・沖縄ブロック協議会　ブロック長
（主催県にブロック助成金の授与）
一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会　会長

一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会　会長
一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会　副会長
一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会　理事
一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会
ＢＩＭ推進特別委員会　副委員長
一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会
中国・四国ブロック協議会　ブロック長
一般社団法人香川県設備設計事務所協会　会長
一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会　事務局長
九州・沖縄ブロック協議会　顧問
九州・沖縄ブロック協議会　顧問
一般社団法人佐賀県設備設計事務所協会
一般社団法人福岡県設備設計事務所協会
一般社団法人熊本県設備設計事務所協会
一般社団法人長崎県設備設計事務所協会
一般社団法人大分県設備設計事務所協会
一般社団法人沖縄県設備設計事務所協会
一般社団法人宮崎県設備設計事務所協会
一般社団法人鹿児島県設備設計事務所協会

１．議事録作成人指名　佐賀県
２．議事録署名人指名　福岡県
３．議題の確認
４．議　　　題
　　4－1．九州・沖縄ブロック協議会鹿児島大会プレ会長会報告
　　4－2．大会テーマ決定までの経緯説明
　　4－3．次回大会テーマの発表
　　4－4．各県協のテーマに沿った活動の発表
　　4－5．九州・沖縄ブロック協議会のテーマに沿った活動の発表
　　4－6．意見交換
５．次年度主催県の確認・引継ぎ
日設事連からの報告事項　日設事連会長
１．今後のスケジュール
２．その他

　　

『なぜ今、ＢＩＭなのかを考える』時代の流れに乗り遅れないように
一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会ＢＩＭ推進特別委員会

１．ＢＩＭについての概要説明　担当理事 
２．ＢＩＭの実演　　　　　　　副委員長
３．デイスカッション　　　　　担当副会長 

　
藤井　修

高木　俊幸

高木　俊幸
婦木　徹
望月　温

竹馬　章二

板見　孝太郎
新居　修三
氏家　基彦
西田　能行
濵谷　雄二

　

高木　俊幸

望月　温
竹馬　章二
婦木　徹 
　（敬称略）

 【特別講演】
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特集：九州・沖縄ブロック鹿児島大会
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特集：九州・沖縄ブロック鹿児島大会
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特集：九州・沖縄ブロック鹿児島大会
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特集：九州・沖縄ブロック鹿児島大会
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特集：九州・沖縄ブロック鹿児島大会
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特集：九州・沖縄ブロック鹿児島大会
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非常用発電装置の蓄電池充電機構を、サージ・過電圧
　　　  から守り、遠隔無人施設の現地確認コストを削減

ニシハツ株式会社

技術ニュース
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新規会員企業紹介・社員紹介
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写真１　外観（下がトイレ棟） 写真２　外観

写真３・4　照明及び警報（回転灯及び表示板） 写真5・6　多目的トイレ及び受水槽・自動給水ポンプ

正会員作品紹介

■ 竣工情報　竣工年月日　２０１９年１２月竣工	
　 　　　　　建 築 場 所　大島郡和泊町伊延地内外
　 　　　　　構造・規模　木造
　 　　　　　延 べ 面 積　５２．５㎡	 	 	

■ 設計監理　発　注　者　鹿児島県　 　　　　　設備設計監理　株式会社タナカ設備事務所
　 　　　　　建築設計監理　季木工房　 　　　　　建 築 工 事　株式会社ヒラウチ建設　	 	 	
　 　　　　　電気設備工事　株式会社イナモリ　　 衛 生 工 事　有限会社ナガノ工業	 	 	
　 　　　　　屋外給排水工事　有限会社サメシマ商事
　■ 電気設備概要
１．電灯設備	 	 	 	 	
　　照明器具は、天井がないためLED直付型（本
　　体ステンレス製・防湿防雨形）を採用、配線
　　は垂木間のスペースを使用。
　　引込は、単相１００／２００Vのみのため、自動
　　給水ポンプ浄化槽ブロア・放流ポンプを含め、
　　５KVA以下で供給している。
２．警報設備
　　多目的トイレ用と受水槽・ポンプ用の２箇所
　　に回転灯を設置している。多目的トイレ用の
　　表示板は日本語だけでなく海外からの観光客
　　に対応するため、英語・中国語・韓国語でも
　　表示している。

  正会員作品紹介
３０にぎわい回廊（千尋の滝）便所新築工事

株式会社タナカ設備事務所　

■ 機械設備概要
１．上水の給水でないため、大便器はロータン
　　ク式を採用。
２．給水設備
　　水源は沢の水のため一旦受水槽に貯水し、
　　自動給水ポンプで供給する方式とした。沢
　　の水には砂が混入することや降雨時にはか
　　なり濁るため、水槽の半分を沈砂槽とし、
　　頻繁に必要となる清掃も考慮し２槽式とし
　　ている。また、ポンプ手前には砂こし器を
　　設置し、ポンプを保護している。
　　予算を考慮し、ポンプ室は設置していない。	
３．排水処理設備
　　駐車場スペースに使用者数を想定した５０人
　　槽の合併浄化槽を設置している。放流先が
　　道路側溝のためポンプアップ方式としている。
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正会員作品紹介

■ 竣工情報　竣工年月日　２０２０年３月竣工	
　 　　　　　建 築 場 所　鹿児島県鹿児島市加治屋町
　 　　　　　構造・規模　鉄骨造、地上８階建て
　 　　　　　延 べ 面 積　３，７１５㎡	 	 	

■ 設計監理　発　注　者　（仮称）国際交流センター建設協議会
　 　　　　　設備設計監理　有限会社エース設備設計　　　　　　　　建築設計監理　株式会社東条設計
　 　　　　　建 築 工 事　坂元・内村・森特定建設工事共同企業体
　 　　　　　電気設備工事　株式会社南九州電設
　 　　　　　空調設備工事　株式会社アリマコーポレーション　　　　衛生設備工事　株式会社エコロン
■ 電気設備概要
１．電灯設備	 	 	 	 	
　　照明器具は、LED埋込型を採用　
　　多目的ホール等は連続調光	 	 	 	 	
　　点滅装置は、共用部はリモコンスイッチ、
　　トイレは人感センサー式
２．コンセント設備	 	 	 	 	
　　事務室はＯＡフロア対応　
　　宿泊用居室はＵＳＢコンセント	 	 	 	 	
３．幹線動力設備	 	 	 	 	
　　ＥＰＳ内分電盤収納	 	 	 	 	
　　主な幹線はケーブルラック配線	 	 	 	 	
４．弱電設備	 	 	 	 	
　　電話・ＬＡＮ・非常放送・映像音響・誘導支
　　援・テレビ・防犯ＩＴＶ・火報	 	 	 	 	
５．受変電設備	 	 	 	 	
　　受電電圧：６，６００Ｖ　ＣＢ型８面体	 	 	 	 	
　　変圧器	 １φ１５０KVA×２＋２００KVA、
　　　　　　３φ７５KVA＋１５０KVA	 	 	 	
６．発電設備	 	 	 	 	
　　ディーゼル発電機（４３KVA）
　　太陽光発電（７ＫＷ）

かごしま国際交流センター

写真１　外観

写真４・５　電気室及び非常用発電機 写真６・７　バリアフリートイレ及び消火栓

有限会社　エース設備設計　

■ 機械設備概要
１．衛生器具設備	 	 	 	 	
　　大便器：節水形、自動洗浄温水式
　　洗面器：自動水栓方式
　　小便器：壁掛形、自動洗浄式　オストメイ
　　　　　　トトイレパック採用	 	 	
２．給水設備
　　水道直結方式：１・２階、直圧増圧方式：
　　３～８階系統	
３．排水	 	 	 	 	
　　合流方式、特殊排水継手方式（宿泊施設）、
　　下水道本管に接続	 	 	 	
４．給湯設備、ガス設備
　　局所方式、ガス給湯器：調理室、居室　貯湯
　　式電気温水器：湯沸室	 	 	 	
５．消火設備
　　屋内消火栓（広範囲型２号消火栓）、連結
　　送水管、消火用充水タンク設置	 	 	
６．空調設備
　　交流施設：空冷・電気式ビル用マルチエアコン
　　宿泊施設：個別パッケージエアコン・ルーム
　　　　　　　エアコン	
７．換気設備
　　第１種換気（全熱交換器）、第３種換気（ト
　　イレ、湯沸室、調理室等）

写真２・３　空調室外機及びホール
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竣工年月日、施工場所、発注者、設計監理、施工業者及び構造規模、空調機器、空調方式、測定方法、輻射
方式を採用した理由等は前２号参照

■ 温度測定項目　測定位置

考察
　暖房時における室内垂直温度分布は図１のとおりである
　居住域の暖房が目的で２ｍ以上の空間の加熱は不要で輻射式は対流式より優れている
　本施設の測定データ
　温水温度：５０℃　測定時間１１時２８分
　競技エリアＣ地点　　Ｃ１００　　Ｃ２００　　Ｃ３００　　Ｃ４００　　　外気
　　　　　　温度℃　　１８．３５	　　１８．２１　  　１９．０５　 　 １８．３５　 　 １４．４６０
　アリーナには競技者、観客などが存在し有効温度は軽作業として検討
　データからは満足な温度が確保できている

松元平野岡体育館空調設備（輻射方式の実証）（暖房編）

正会員作品紹介

有限会社　アムーン　
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写真４・５　事務室、トイレ

写真１　外観

写真６・７　ステンレス水槽一体型屋外消火栓ポンプユニ
　　　　　　ット、空調室外機

写真２・３　受変電設備、事務室総合盤

■ 竣工情報　竣工年月日　２０２２年１０月竣工	
　 　　　　　建 築 場 所　鹿児島県いちき串木野市西薩町１７－４４
　 　　　　　構造・規模　鉄骨造、平屋建て
　 　　　　　延 べ 面 積　３，８８９．２５㎡　　　 用　途　配送センター	 	 	

■ 設計監理　発　注　者　株式会社エルス　　　　設備設計監理（電気）　設備研究室ＳＰＥＣ株式会社
 　　　　　　建築設計監理　株式会社ロイ設計　　　設備設計監理（機械）　山本設備設計
　　　　　　 建 築 工 事　坂本建設株式会社　　　電気設備工事　　　　　株式会社デンセツ工業
　　　　　　 機械設備工事　旭工業株式会社　　　　冷凍設備工事　　　　　板倉冷機工業株式会社

■ 電気設備概要
１．電灯設備
　　照明器具→LED直付型を採用　
　　点滅方式→事務所はタンプラスイッチ、倉庫はリモコン
　　　　　　　スイッチを採用
２．コンセント設備
　　事務所→ＯＡフロア対応
　　倉　庫→フォークリフト充電コンセント設置
３．幹線動力設備
　　外壁を配線ダクトを敷設、冷凍庫天井裏をケーブルラック
　　敷設
４．情報通信設備
　　必要箇所にCat5eジャックと無線LAN用位置ボックスを
　　配置
５．防災設備
　　自動火災報知設備、誘導灯設備、非常照明設備
６．受変電設備
　　受変電システム　CB型、11面体、変圧器総容量１，７５０kVA

株式会社エルス　鹿児島西薩Ｄ．Ｃ新築工事
設備研究室ＳＰＥＣ株式会社　

正会員作品紹介

■ 機械設備概要
１．給排水衛生設備
　　洗面器は自動水栓、小便器
　　は自動洗浄を採用。
　　ステンレス水槽一体型屋外
　　消火栓ポンプユニットを採
　　用。屋外消火栓４面設置。
２．空調設備
　　空冷式ヒートポンプマルチ
　　エアコン（EHP）を採用。
　　事務室、応接室、会議室の
　　換気は全熱交換器を採用。
３．換気設備
　　ＤＣブラシレスモーター搭載
　　機器を採用。
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協会活動報告

※令和４年度の事業について　（令和４年12月８日現在）

●　理事会、定時総会
毎月　第３金曜日　理事会開催
　　　２月25日　定時総会　アクアガーデン福丸　

●　親睦ゴルフコンペ
５月14日　知覧カントリークラブ

●　九州・沖縄ブロック協議会鹿児島大会
　　11月17日	 会議・懇親会　城山ホテル鹿児島
　　11月18日	 親睦ゴルフ大会　鹿児島高牧カントリークラブ	

協会活動報告
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●　令和４年度　設備設計技術研修会
　　１．オーデリック㈱　「あかりを自在にコントロールするコネクテッドライティング」
　　２．ニシム電子工業㈱「電気設備の耐雷対策（高速回線避雷ユニット）」
　　３．㈱ＬＩＸＩＬ　　「トイレ和洋改修工法セミナー（工事の流れとアスベスト対応の注意点）」	
　　４．㈱タブチ　　　　「空調冷媒銅管用ワンタッチ継手のご提案」

協会活動報告

１．オーデリック㈱

３．㈱ＬＩＸＩＬ

２．ニシム電子工業㈱

４．㈱タブチ



会 員 名 簿

～ 県協会顧問　桑鶴　勉　県議会議員を偲んで ～

令和４年度　役　　員　　名　　簿

令和４年度　正　会　員　名　簿

令和４年度　パートナー企業会員名簿

　平成２３年から約１０年に渡って、鹿児島県設備設計事務所協会の顧問
として、協会活動をご支援いただいていた鹿児島県議会議員　桑鶴　勉様
が、令和４年７月３１日に享年７５歳でご逝去されました。
　今日の協会が活発に活動できるのもひとえに桑鶴顧問のお力添えあって
のことと協会員一同感謝しております。
　ここに、御生前のご功績を偲び、ご支援に感謝するとともに、心から
哀悼の意を表します。

　― 協会活動はもとより、親睦ゴルフなどを通じて、
　　　　　　　　　　　　　　　　活発に交流していただきました。 ―

平成31年５月18日協会ゴルフコンペ　優勝 平成31年５月18日協会ゴルフコンペ
歓談のご様子
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令和４年度　役員名簿

役員名簿
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令和４年度　正会員名簿

正会員名簿
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令和４年度 パートナー企業会員名簿（会員数114社　令和４年11月１日現在）

パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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